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トダイアカバナ (Epllobium formosanum ~asamUhけ

丹沢塩水川にて Sep. 8. 1985 

. トダイアカバナ

丹沢の植物相は.赤石山系の低いとこ ろと似てい ると

ころがあって.アカイシコウゾリ ナ、イワシヤジンのよ

うな共通種があ る。 トダイアカバナもその ーつの例であ

ろう . トダイアカバナは、その名前のとうり .赤石山系

北部の戸台川の河原にアカイシコウゾリナやフジアザ ミ

とともにはえているが、ほかの川ではそれほど普通のも

のではない。また遠く離れて.紀伊半島の熊野川、 11.、ぬ

の三段峡、四国の高い山や、台湾の山地にも知られてい

る白私lま19(;2年にこれを丹沢の塩水川のl二流で録集 した

ことがあった(儲物研究錐誌 40:22)。本王手9月8日に植

物語を:調査会の重点調査で、温水の谷にはいったとき.ご

のトダイアカバナが鍵在であること を確認できた。谷は

意外に荒れていたが、個体数はかなりおおかった。冠毛

で種子が風に飛ぶ本種の場合、なぜごのように分布が限

られているのか.よくわからない，あるいは丹沢の谷を

もっと注意深〈探してみれば、ほかにも見いだせるのだ

ろうか a トダイアカパナは 葉が細いので，ほかのアカバ

ナ頬との区別は容易である (大場逮之)
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- 綾瀬 市 のイチリンソウとニリンソウ

1 .イチ リンソ ウ Anemone nikoensis Maxi血

60年4月7日、 植物開花調査 (神奈川の春はどこから く

るか)のため小雨降る中を市内一巡した折り 、早川地区

の大鮮絡を偶然発見した.今までに吉岡、中村地区で観

察している ものの、その君事落の大きさは比較にならない

程、大きなものである.普段、農家の人々が利用するだ

けの裏山につながる小路のため往来も少なく、 屋敷に近

いこ とも あって、自然状態で繁殖し続けたのだろ う.そ

の数は1000本以上と忍われる。この時は、 開花には時期

まだ早く 、クサボケ ヤマブキ キプシ ・モミ ジイチゴ

ヤマザクラ アケビ・クロモジ フキ ーヒメウズ・カ

キドオシなどの開花状況調査のため観察は打ち切った。

4月29目、再び訪れた時は丁度満開で見事でbあった.イ チ

リンソウは春3月に芽生え 、6月には枯れてしまう生育期

間の短い宿線撃である.はや、クリ林の株床にはフキ・

ミズヒキ ヤエムグラが優占的に繁茂しだしていた.

2 ニリ ンソウ Ane.one f I acc i da Fr. SchOl. 

林綾や林床、土手などに群生する多年準である .イチ

リンソウより も開花が早く、 草丈もひとまわり小さいが

この群生が一度に開花するとそれは素晴らしい花園であ

る.以前、松田町寄りで大鷲落に接したことがある .し

かし、 綾瀬では早川地区の農家の庭先の土手に小群落を

見るのみで花数も少なく、やっと生きながらえているよ

うな感がする秋山 守)
1 .イチリ ンソウ、 2.ニリンソウ

イチ リンソ ウとニリ ンソ ウの特徴

イチリンソウ ニリ ンソ ウ

高さ 20-40cm 20-30c ・
根生葉 2回 3出複葉 3出複葉

総ほう葉 3枚が 、輸生 .有柄 3枚が輸生 .無 柄

花 花柄 1- 2倒 .花径 花柄 1- 3個 .花径 1.5-2. 5n 

(がく片) 約 4cm，花弁状で 5枚 花弁状で 5- 7枚

花色 白色 白色

地下茎 多肉 質で検には う 太くて短い

花期 4 - 5月 3 - 5月

- ォカタイトゴメ
最近あちこちでタイト ゴメを小さくしたような繍物が

道ばたなどに帰化している。最初に気が付いたのは1981

年5月、調査会の合同調査で三浦半島のニ子山に行ったと

き、逗子の長柄橋の道ばたでみたのが始めであるが.最

近は機浜のあちこちで係集されている@これの名前がな

浩史先生におめにかかった折りに、お教えをこうたとと

ろー普から"ひめこまつ"と いう名前で園芸家が綴占な

どにつかっていたもので、形態および染色体などはタイ

トゴメに非常に近いものである。中国あたりに自生地が

ありそうな気もするが、まだ不明で、学名も定めかねて

かなか、 っきとめられなかったので、仮にオカタ イトゴ いるーとのことであった.当分のあいだオカタイトゴメ

メと称していた.今年、ある席で進化生物研究所の湯浅 と呼んでおきたい 大喝達之)
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- 大和市の植物概況(2 ) 

調査を始めて3年目になるが、約760種類の植物が採集

できたので、少し分布の特色といったことに就いてふれ

てみたい.それにはまず、大和市の地勢について簡単に

述べる.大和市は相模平野の中程に位置し、南北9.79k.、

東西3.22k.の細長い形をしており 、 海抜は90・~30・で北

から南に向かつて低くなっているが、全般的に平坦な地

形である.市の西側を涜れる号|地川と東境を流れる境川

が狭い氾濫原を作り、台地との間に約20・の段丘崖がある.

台地上は住宅地、工場地が多く、 畑地は下鯖岡町内山新

開・公所 ・山谷・山王原-深見町ーの関、上草柳町緑野

・幅路、上和田町久田原・富久保、福田町中福田、下和

田町中原 下原などで野菜や果樹の豊島絡がおこなわれて

いる 。水田は、引地川下涜の福田町と境川沿いに深見町

一の関 -島津、下和田町竹の9ーなどにあるが面積は狭い.

相模野の面軍誌を残す林地は本誌No.18で述べた12個所にも

うー鋼所、福田町みどりが丘幼稚園付近を加えたい.ぞ

れと段丘盤、市指定の保存樹林であるが、最近はこの段

丘箆にも 、また指定期限の切れた保存樹林にも宅地化の

波が押し寄せてきている .このよ うな状況であるので、

台地上は草原の名残りらしい所は見られるにしても 、草

原らしい草原は一個所も見あたらない.

市内を流れる主な川はヲ|く地川!と境川|であるが、 いず

れもコ ンクリ トで固められた護岸工事が施され、わず

かに引地川の上演の水源地とそれに続く調整池、境川の

支流にあたる旧境川、自然湧水のある上和田町谷戸・ 中

原などに湿地らしいものが残っているが、調整池のほ う

は246号道路のバイパス工事によ って水源を絶たれ、上和

田町のほうは家庭廃水の混入により破織が進んでいる .

以上のような状況であるから 、市内に生育する植物も

おのずから限定される。そこで分布の特色というこ とに

なる と、箪原の雑草、水田の聖堂輩、 畑地の雑草、伊'JI交の

雑草、湿地の植物などはあまり見るべきものはなく、森

林(割合湿気が多い)の植物が中心になり、 それに市街

地にはびこる帰化植物が主なものになるということ にな

る.そのなかで特に自につくことは、園芸積物で逸出し

て野生化したものや市民が野外に績えたと恩われるもの、

または林の中に捨てたと思われるものが多いことである .

例えば、イチョウ ・コウヨウザン-チュウコパンソ ウ

-ハトムギ・オカメザサ -サトイモ ムラサキツユクサ

-ラッキョウ ・ハナニラ コパギボウシ ・ナギイカダ

タマスダレ ・キシ ョウプ ・バショ ウ ‘ヒメ ヒオウギズイ

セン ・マグワ ・オオケタデ ・オシロイパナ ・マツバボタ

-アジサイ ・スモモ -ソメ イヨ シノ・トキワサンザシ

カジイチゴーニワナナカマド ・ユキヤナギ サイカチ ・

ハリエンジュ・マサキ ・トウカエデ ・フ ウセンカズラ ー

ホウセンカートロロアオイ・アオギリーモ ッコク・ビ ヨ

ウヤナギ・ミソハギ・マツヨイグサ・ ツキミ ソウ オオ

ムラサキ カキノキ ハクウンボク シナレンギョウ ・

チョウセンレンギョウ・トウネズ ミモチ クサキョウチ

クトウ・シパザクラ・マルパルコウソウ・ jレコウソウー

ヒレハリソウ ビジョザクラ ハナトラ ノオ タマサン

ゴ・キリ目ハナウリクサ サンゴジュ ・マクワウリ ・フ

ランスギク キク ハルシャギク ツワブキなどあげる

ことができる .

次ぎに他地場にくらべて比車史的に多く見られるものを

若干あげてみると、フユノハナワラビ ミドリ ヒメワラ

ビ・シラカシ ムク ノキ ・エノキ・ ヤマグワ ・ヤブマオ

-アオミズ ミズヒキ ーハナタデ コブシ シロダモ ・

ドク ダミ タマアジサイ フジカンゾウ ツルウメモド

キ ウマノ ミツバ エゴノキ ムラサキシキプーニガク

サ ハエドクソウ ・tJマズミーオ トコエシ ーシロヨメナ

・コセンダングサ ホソバガンクビソウ ・タイアザミ

タカサプロウ・ ヒヨド リパナ チチコグサモドキ ・ウパ

ユリ目オオパジャノヒゲ 目ホトトギス ヤブカンゾウ(

境川土手) キツネノカミソリ アプラススキ ・チガヤ

.イヌアワ ・ナキリスゲ・ウラシマソウ ・ヤプミョ ウガ

.ネジバナなどがあげられる 。

今年度新たに採集できた植物は19種類あるが、その中

でニュースになるものは、アワゴケ (アワゴケ科)と フ

ッキソウ(ワゲ科)であろう .フッキソ ウについては昨

年平松義尚先生からアドバイスがあり 、4月19日西鶴開三

丁目にある林の中を探し歩いて見つけた.丁度白い花 (

t草花)をつけてお り、 5m平方ほどのみごとな群落でフ

ッキソウの毛せんを敷いたよう に広がってL、 t~ 多 こ こ は

住宅地媛の聞にあるので、いずれは消え去る運命か ア

ワゴケは7月22日福田町で神明社に登って行く日陰の湿

った道路の端にコケに混ざって地面に張 り付いていたよ

うな形になってはえていた.丁度軍配形の果実がついて

いた.フ ッキソウもアワ ゴケも大和市内ではここだけに

しかないようである.

大和市に産すると思われるが現在まだ採集できないも

のがいくつかあるので、次にあげ、ご協力を願うことに

します.イノモトソ ウ・ ミサキカグマ・ オオベニシダ ・

オオイタチシダ e ヒメワラ ビ・オニウシノケグサ ムツ

ン・ツルムラサキ ・ムシトリナデシコ ・ヒイラギナンテ オレグサ イチゴツナギ ツルスズメノカタビラ ・コツ

ン・ハクモクレン・フウチョウソウ・セイヨウカラシナ プキンエJコローメ ダケ ・ホンモンジスゲ マツバイ・

:アブラナ・ショカツサイ・キリンソウ ・ガクアジサイ オオパノト ンボソウ ヤマハンノキ アカ シデ ワダソ
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内 ヘ"7'二 γケイ ザン コウハイ 。ヲ けノオウ ヤブザ

ツう 子 1い、/イハラ ヤプハギ 7サフジ 7，7;メノ

工ンドウ ~ 1.リカ 7ウロ ニシキゾ ウ ナ、/ト ウタイ

ツリパナ ケンポナシ アカネス ミレ ソIlグミ・ア

刀ハ十 ギ L リョウソウー オカ トラノ オ オドリコソウ

ヒメシ ソ 内ツホグサ アメリカアゼ ナ イヌノ 7グ

リ ヨ"11、ムゲ ラ スズメウリ ーホ可キギ?" /iン7ビ

ソ内

〔訂正〕本誌NO.18大和市の植物概況の記事中、ホシア

サガオは額本を再見の結果マルパルコウソウの棄が3裂

したものと忽われるので訂正します。

最後に、未知の大和市の調査に当たっていろいろご教

示くださった下和田町の大笹悦子氏並びに察本の同定を

お願いした伊藤洋氏、林弥栄氏に深く感謝します。

(武井尚)

- 海老 名 のサ yヴミ ラン

昭和~ (I 年 l 月 市内の伊勢LU自然公闘が開闘うれ 、そこ

でマヤ号 ンf..)Lき立九枯れた係をわ -1倒見つけた。そ

の地ド品0¥b長Fからマヤランと悶定:さh1ーが その後、

直跡調査を重J"，、 同年7月、開花した俊子を観察すると、

Jヤランの花弁の特徴である 、(:1色に車[紫色の鼠i終があ

るといっ点が異なり、弓 -6本‘ヒョ口ヒ司口伸びた茎

に つく ~Uj 、いずれも縁白 色で 、 I~l いウヒめよ うな もの

が付着していた也 bll年7月末に同 じように開花したので、

有馬ぷ校の諏Mjt!t矢先生に見てl目いたとこ ろ、問種はマ

ヤラ シではな 〈‘ サjjミランであるこ と.白いカヒのよ

うなものは、アオバハゴロモ (半 し日アオパハゴロ モ科)

の幼虫である ±とが判明し た。写只を持って頂き、 ]本

だけ茎の ところから アルコ ール事者本にしたが、昨年にく

らr，• 本数 lま減り、芸はやせ、記録的猛暑のためか、地

1mは乾燥して、い〈っかついていたつぼみも.とう とう

聞かずに砧れてしまった内 他に 2'1所、i司極ら しきもの を

見つけたが、いずれも花期の頃に行って見ても、開花し

ているの を鮫策することはできなかったι 良い条件で残

っていくということ は大変難しいことだと痛感した次第

である (f等聞かを る)

海老名伊勢山のサガミラ ン 1 985、7、21 (Suwa) 

- 海老名の帰化植物

i毎を名の植物の謂査をするこ とにな って、はや2年が

経ちました。海老名市は相模川I:x:岸に位置し、河原と相

撲平野と相模野台地、それと座間丘陵から成り立って い

ますが、きわだって高い山もなく、海岸もないにもかか

わらず、 841績もの積物が現在までに確認されました.こ

の中にはかなりの数の帰化積物が含まれています。今回

はその帰化植物0)種煩を列記すると共に、アブ ラナ科の

中で海老名で採集された果実の特長をいくつかあげてみ

ました . (図参照)， 

l ツノ ミナズナ ナズナ マメグンハイナズナ

三徳ともナズナと名付けられていますが、巣実の形は

2 セイヨウカラ シナ，クロガ ラン カキネfjラシ

セイヨウカラシナとクロガラシは全車よ く似ています

が、果実が熱した時に枝に圧着するかしないかがポイ ン

トになります。また、クロガラシとカキネガラシは果実

が圧着しますが、カキネカ。ラシの果実はどちらかとい う

と、二等辺三角形に近く、有毛です。

3 海老名の帰化植物リスト

f 207オオカナダモーコカナダモ、 j 209コヌカグサ

・ハイコ ヌカグサ メリケンカルカヤ・ハル力ヤ カラ

スムキ・コパンソ ウ ヒメコパンソウ イヌムギ スズ

メノチャヒキ ・オヒゲシパ・ジュズグマ カモヌヲヤ コ

巽なります.ツノミナズナは1Eの色が淡青紫色の腺毛の メヒシパ シナダレスズメガヤーオニウシノケグサ ム

形が特呉なので、 他のものと 間違 うことはあ りません。 カゴオオウシノケグサ・シラゲjJヤ ネズ ミムギ・ホゾ
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ムギ ・オ、ズミホソムギ・オオクサキビーシマスズメノヒ

エ ・カナリ ークサヨシ・オオアワガエリ ツルスズメノ

カタビラ ・コイ チゴツナギ ・ナガハグサ ・セイパ /モロ

コシ、 f 210メリ ケンガヤツリ、 f 220ハナニ 3・ホ

ソパオオアマナ、 f 7?lrツズイセン、 f 223 ショ

ウブ・ニワゼキシ ウ、 f 224ミョウガ、 f 0' アサ、

f 3]9、，パカズラ シャクチ リソパ・ オオケ空宇・ ツ

ルド クダミ ・ヒメスイハ・ アレチギシギシ ナプ‘ ギシ

ギシ ギシギシ-エゾギシギシ、 f 320シロザ ケアリ

タゾウ Jアカザ f 321イヌピユ・ ホソアオウイトウ

ーホナグイヌ ビユ、 f 322ヨウシュヤマゴボウ、 f 32 

2. 5オシロイパナ、 f 325オランダ ミミナグサ ・ムシト

リァデシコ ・コハコベ ミド リハコベ、 f 339セイヨ内

カラシナ -クロガラシ マメグンパイナズナ・ オランダ

ガラシ・ショカッサイー カキネガラ シ・ ツノミナズナ、

f 341メキシコマンネングサ ・ツルマンネングサ オ

カタイトゴメ、 f 346イタチハギ ムラサキウマゴヤシ

ハリエンジュ コメツブツメクサ・タチオランダゲン

ゲ アカツメクサ シロツメクサ、 f 347アメリカフウ

口、 f 348フシネハナカタバミ ムラサキカタバミ 、

f 355ニシキソウ コニシキソウ、 f 374イチビ、 f 

380アメリカスミレサイ シン、 f 385ホソパヒメミソハ

ギ、 f 390アレチマツヨイ ・オオマツヨイ グサ・コマツ

ヨイ グサ メマツヨイ グサ マツヨイグサ、 f 391オオ

フサモ.

f 415マルパルコウソウーアサガオ、 f 417ワスレナ

グサ・ヒレハリソウ、 f 418アレチハナガサ、 f 419 

ヒメオドリコソウ 、 f 420アメリカイヌホウズキ タマ

サンゴ、 f 421アメリカアゼナ ビロー ドモウズイカ-

タチイ ヌノフグリ・イ ヌノ フグリ・オオイヌノフグリ、

f 429へラオオバコ、 f 430オオフタパムグラ ーハナヤ

エムグラ、 f 433ノジシャ、 f 435アレチウリ、 f 4 

38セイヨ ウノコギリ ソウ ・プタクサ オオプタクサ ホ

ウキギク ヒロハホウキギク アメリ カセンダングサ

コセンダングサ ・シロパナセンダングサ ・ベニバナボロ

ギク ダンドボロギク -ヒメジョオン ーアレチノギク

ヒメムカシヨモギ ハルジョオン へラパヒメジョオン

オオアレチノギク マルパフ ジバカマ ハキダメ ギク

チチコグサモドキ・イヌキクイモ キクイモ ブタナ

・ノボロギク セイタカアワダチソウ ・オオアワダチソ

ウ オニノゲシ ノゲシ アカミタ ンポポーセイヨウタ

ンポポ ・オオオナモミ 、計141種.

内
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アブラナ科の果実

1. ツノ ミナズナ (Chor i spora属 2. ナズナ(

Capsella属 3. マメグンハイナズナ (Lepidium属)

4. セイ ヨウカラ シナ(Br ass i c ali ) 与. クロガ

ラシ (Brassicait) 6. カキネガラシ (Sisymbriulla)

以上のうち、オカタイ トゴメとアメリ カス ミレサイシ

ンは最近、県博の大場達之先生 高橋秀男先生によって

和名がつけられたものです。 (羽野雅子)

付記 :10月12日 (1985)、中新田の道路わき生け恒に

巻き付いて開花するアサ方、オの帰化植物を見つけました@

棄が3裂して深くく ぴれ、茎に下向きの毛がある こと、

花冠は紫色で径2-2.5cm、がく裂片の基部は厚く先端ti:尾

状で外幽し、がくの外面に長毛が密生するこ となどから

アメリカアサガオ (f415)とわかりました.したがって 司

上記のリストに 1種類追加することになります.

(at訪哲夫 V

- 安藤為次教育記念財団より表彰を受けました

安藤為次教育記念財団は毎年、神奈川県の教育文化に 奨励賞を受けるごとになりましたa 後賞式は 12月I4 

貢献した団体に貨を贈っていますが‘ 今年は本会がその 日におこなわれま した E 詳細は次の号でお知らせ します
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ト

は羽状に全軍基するが、内側(上側)は羽片が不規則であ

る。 逗子・葉山方面の記録しかなかったが、内陸部の l

例を加えること になった. (図の 1) 

3 オオパタネツケパナ Carda.ine scutata Thunb 

(f. 339) 

座間市(ZA)の調査で得た標本は 2OlJあるが、やや貧

弱な個体で同定に不安があった(座間市鈴鹿1982年8月

19日、座間市谷戸山1981年4月17日).しかし本年春、

厚木市および愛川町の渓涜わきで記録した5例の領本は

いずれも高さ40cII位、花弁の長さ 4聞の康司直的なもので、

十分納得のいく ものであった. (図の2) 

厚木市不動尻 (AT-4) 1985年4月21日

厚木市山の神 (AT-4) 1985年4月21日

厚木市大沢 (AT-4) 1985年5月128

愛川町八菅 (AI) 1985年4月初日

愛川町道の入り沢 (AI)1985年5月 3日

4 ハルザキヤマガラシ Barbarea vulgaris R. Br. 

(f. 339) 

津久井 ー秦野 伊勢原 ・大磯 逗子 ・検浜などの各地

で記録され、全県的な分布も予想されるヨーロッパ原産

の帰化植物である .4月初日(1985 )、厚木市市島(AT 

-1)でl株生育しているのを観察した.生育地は中津川

の川べりである. (図の3) 

ち 経ナ岳 ・華厳山の植物

経?岳 (633m)と華厳山 (602m)は、仏果山 (747・)の

南に速なる山で、その東斜面はAT-lのメッシュに属

調査ノロフ県央のフ

Ohioglossum thermale Komarov 

(f. 7) 

高階秀男先生が厚木市棚沢 (AT-l)で採集されている

が、筆者も 7月29日(1985)、同じ場所で多数の個体が

生育するのを観察した.そこは鳶尾山の貨で、10数年は

経っている採石場の跡である。 一面ススキなとの草地と

なっているが、湧水がしみ出 したところは湿地状でイや

タチコ ウガイゼキシ ョウが群落をつくっている.ハマハ

ナヤスリは、これら若手落の近くの少し乾いたところで見

られた.いずれも胞子のう穂をつけ、よく生育した個体

の大き さは、高さ 18cm位.栄養素は舟形で、 中央部の幅

が最も広く、 長さ 3cm、幅O.6~O . 8cm位.コハナヤスリ

との区別が難しいが、栄養糞の形態などからハマハナヤ

スリと 同定した.9月16日に写真煩最多に訪れた時は、や

や生育の盛りをすぎ、胞子のう穂が痛みはじめた個体も

あった.

2 オオパノアマクサシダ Pteris excelsa var. si 

困plicior (Tagawa) Shieh (f. 13) 

高橋秀男先生のご教示を待て 、9月8日(1985)厚木

市上荻野 (AT-l)のスギ休中で発見した.ここは経7岳の

費、荻野川のi原涜である 。何度も訪れている所だが、こ

の日はオオパノアマクサシダーつにしぼって歩き まわり 、

ようやく林縁に生育する一株を見出 した.業は新旧合わ

せて8枚あったが、そのうち新鮮な成業3枚を穣本にし

た.棄は長さ90c目、領28cm、2回羽状で表面中脈上にと

げがある.側羽片の先立場は、尾状にのび、外側(下側)

• 1ハナハマヤス リ

1.オオパノアマクサシダの側羽片、

2.オオパタネツケパナの葉、

3 a. ハルザキヤマガラシの果実、

3 b 伺果実の先端

コゴメヤナギの糞.
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1コオニユリ
198 5、8、23 経ケ岳(Suwa) 

している 。経7岳は形が富士山に似て、 地元では荻野富士

とか西山とかよんでいる .

山裾の主な植物は、本誌17号で報告したが、 最近、徳

高400・付近に法華峯林道がつくられ‘ 林道から山頂に至

る斜面には、県造林公社がヒノキの植林を行った. (19 

85年3月)。林道工事でけずった法蘭 (のりめん)には

シナダレスズメガヤやオオウシノケグサなどの種子が吹

き付けられ、すでにその生育が見られる .植林はコナラ

を伐採して行われ、この夏は下車メIJりも実施された.従

って、今後この斜面のフロラは大きく 変化して いくので

はあるまいか.この斜面の調査は 、 10丹21 臼ー 11~ 4日

( 1984)、4月2日 5月3日・ 6月1日 自月23日(

1985 )の6回実施したが、その時観察 した主な植物は次

のようなものである 。 (写真 1. 2 ) 

(f. 105)モミノキ、(f.209)ウラハグサ・ハネガヤ オ

オアプラススキ 、U，212)ミミガタ テンナンシ ョウ. ( 

f. 220)チゴユリ，コオニユリ・ナルコユリ・ ヤ7 ホトト

キス、(f， 222)キク}¥ド コロ ヒメドコ口 、(f.223)ヒオ

ウギ、(f.226)エビネ、(f.302)ヒトリ シズカ (f. 310)オ

オバコアカゾ、 (f.316)オ寸パヴマノスズクサー(f.，31) 
ヤマトリカブト・サラ シ }ー ショウマ (f. 343)マルパ内ツ

ギ、(f.345)ウワミスサ。クラ・マメザクラーヤマテリハノ

2マルバダケブキ
1 985、 8、 23 護隊山 (SIJWi1). 

ツボスミレ .(f. 383)オニシパリ コガ ンピ. (f.可制)ナ

ツグミ 、(f.39S)シシウド、(f.403)ヤマツツジ、(f..107 

1マメヌゲキ 、(f.410)マルパアオダモ 、(f.412)センブリ 、

(f. 414)コ}¥ノカモメズル オオカモメズル、(f.41 Q)シ

モ}¥シラ キセワタ ヒキオコ シ、(f.421lコシオガマ

ヒキヨモギ、 (r.，¥30)ツルリ ンドウ、 (f.438)ヒヨドリパ

ナ ヤマ二カーナ・ センボンヤ リ・マルノイダケプキ キク

アザ ミ。

6 山崎久氏採集の厚木ii標本

厚木市立陛合中学伐教諭 山崎 久氏に依殺してド記の

害事本 を提供し て 頂いた e 標本は 7 月 25 日 ~2!j 日( IQI)ち)

bこ採集 したもので.す八てw，博に収めであも"

U.222)ヒメド コロ AT-l中荻野、(F.31' ，;)ミヤマヤシ

ャブシ イヌシデ AT-1薦尾山 、(F."25)ンろ-$'マソ ウ

AT-H集の里青山 、(F.34ヲ)コアジサイ AT← l中校折、(f.

346)ジャケツイバラ Al -1新宿 .<r司46)者ササ γ .~T. 

ち旭町4丁目 、U.%ち)勺 リカエデ AT-l中手li野 (1. i74 

)イチビ AT-J中荻野 .(f.378)トモヱソウ A'I‘設、り守

青山‘(f.384)ナ、ソグミ AT-I中荻野 (f.4fI2、{十"-7 

ソ"7 AT 1 中荻野、(f.414)オオ カモ メズIl コハ 1-1/_:"

メ マ、 I~ AT-[中初、野 えてサイ コ AT-[鳶'""山 (，..11什

)}、ソカ AT -~r<; tキ ソ I~ ニガ ヲサ 1̂-1翻1'j[1 'J  tik 

イバラ シモツケ、(f.354)ヒメハギ、(f.3うち)シラキナガパノコウヤボウキ AT-J;鳶尾山

(f. 365)ウリ力エデオオイタヤメイ ゲツ 、(f.376)サル 山崎久ltl;;: • 厚木の自然 身i!Iな動組物 ，¥ J哨弓。 厚木

ナシ、(f.380)ナガバノスミレサイ シン ・アカネスミレ 市教育委員会刊)の調査を担当 されたが、調査は写真記

-163-



銚により 、標本は作成されて いない.今回提供された標

本は調査記録をも とに採集されたもので ある.協力用い

t:山崎氏にお礼を申し七げます s

I J1H前市の値物

Nd同市 (ZA)のブ ロラは、f..iど調べつくした!惑がある

が 座間1fh仮住で本会会員藤聖子鈍l弘氏の報告によると 9

Fl8日(J'ゆS)、rfi内縁?丘のt手でキセワタ(f.41 Q)数

待の生育を観察し、 標本も作成したので県1専へl皮厳した

いとのこと 、また 4月bl:J (J9135)、 f神条)11の春はど

ニかリ くる の調食中ー市内四ツ谷でツ ノミナズナ(f.3

~9 )を観察Lたか転車本はなし・ということである 《

1980主fから IQ81年へかけて谷戸山で観察したミズニラ

(f. .1)のその偽が気になったので、筆者はこの8月現地を

訪れたが.休斜田には一面にヨンがおい茂り 、わずかに

ミスニラの生育する 余地を筏すばかり であった.もコー

[このまま放置するとミスニラはヨシ原の中に埋れてし

ます 恐れがある .1iE間市の関係機関にヨ シをメIJるなと、

多少の入手を加えるよ うに要望しておいた.谷戸山は、

市も県の力を借りて自然公園として残す方針のようだが、

ょのミてニラやヨシ原にすむホンドカヤネズミ(ネズミ

科)は、貴重な野生種と して保全に万全を期 してほしい

ものである "

8 コゴメヤナギ Salix serissaefolja Kjrnura 

(f. 303) 

コゴメヤナギは、小田原 中井ー秦野 ・伊勢原。藤野

などから記録されているが、採集された領本は比較的少

ない。7月31日 (1985)、宮7瀬の中津渓谷岸 (Kl-2)に

生育する個体を観察し、 標本を得た。川岸を念入り にさ

がせl工、 各地に記録例を加えるこ とが可能のよ うに思え

る. (図の4) 

9 アキノハハコグサ GnaphaljuN hypoleucum DC目

(f. 438) 

10月13日(198ち)、厚木市森の里背山 (AT-3)のク ヌ

ギ コナラ林に沿った遊歩道わきに咲くアキノハハコグ

サ1株を見つけた。ここは、2年程前に造成され、歩道

も舗装されているが、量産木林を建物の背後にベルト状に

残す手法が用いられている .

アキノハハコグサは、愛川町 (AI)で山口勇一氏が記

録され.乾いた山地に生育すると聞いていたので、昨年

秋はAT-lの銅座金山付近を注意して見ていたが発見でき

なかった.今回は全く偶然の発見である .この個体は高

さちOcm、上方で7つの枝に分かれ、各校に10数個のyJj:(E

をつけている .糞は上商緑色で、 最大幅4111m.茎の下半分

の棄は紡れている .花柱は花冠の外に突き出て 、ハハコ

グサと は明らかに違う特長である諏訪哲夫)

アキノハハコグサはなかなかすくないものであるが、

今年の 10月に 、田園都市絞っきみ野駅構内 (大和市)

の、 関東ローム(火山灰層)の切り取り面に生えて いる

のをみた.アキノハハコグサは痩せた酸性の土を好み、

関東地方では関東ロームを向IJったところに多く 見られる

ようである .今回の調査では鎌倉の腰越、城山町の小倉

山等でみているが、いずれも関東ロームの再IJ平面であっ

た 大場逮之)

- 愛川町の主な植物
筆者の調べた愛川町Iのフ ロラは、本年9月20日現在で

合計828様主賞、その内訳はシダ植物ち7 様子櫛物12 単子

葉植物187・終弁花植物364・合弁花植物208である .これ

らのうち主な植物を次ぎに紹介したい.

f . 3イワヒパ 山地の日当りの良い岩場に見られ

る.

2 f. Qヤシャ ゼンマ イ ゼンマイが日陰を好むのに

対Lて本舗は日なたに多い.

3 f. 209ハイチコザサ 小形のイネ科植物.八菅山

に府絡がある 。

4 f. 220カタクリ 町内の沢沿い3か所で篠認した。

弓 f . 220イワギボウン 渓谷の岩地に多い。

b f. 220シロ八ナショ ウジョウパカマ 中津渓谷で

i係発見した.

山に生育する.

9 ・220ツクバネソウ 前種に似るが細身の業を四

輪生。仏果山に多い.

10 f. 223ヒオウギ オレンジ色の花をつける .仏果

山に多い.

11 f. 226ユウシュ ンラン 林床に咲く。志田山.

12 f・325フシグロセンノ ウ 乱慢によ って減ってき

た.志田山に見られる .

13 f. 325オオヤマハコベ 山中の沢沿いに生育する .

14 f. 331ヤマシャクヤク 半原の沢で発見した.

15 f. 337ヤマフキソウ 半原に群落が見られた。

16 f・339シコクハタザiオ 中津渓谷に多い.

17 f. 341ツメ レング 日当りの良い山の岩場に見ら

れる .

7 ・220ユキザサ 志田山、八菅山に生育する 18 f・343ハルユキ ノシタ 湿った岩場に多い.

8 f. 2LOエンLイゾウ 広菱形の業を =輪生.仏泉 19 f. 395オオバチドメ チドメグサの中では般大で
一 一164-



ある .沢沿いに生育する .

20 f. 395ホタルサイ コ 八菅山で一株発見した.

21 f. 402ギンリョウソウ 志田山の林内に生育する .

22 f・403サツキ 中津渓谷の岩場に生育する .

23 f・412アケボノソウ 山地の湿地4虫所で発見。

24 f. 424イワタバコ 谷間の湿った岸壁に着生する .

25 f. 432レンプクソウ ケヤキ林の林床に生育する .

26 f・435キカラスウ リ カラスウリ にくらべて少な

い.半原峠.

27 f. 438オヤマボクチ 志田山では普通に見られる

28 f. 438フジアザミ 山地の荒れた土地に生育する

29 f. 438ヤマハハコ ハハコグサにくらべ棄は細身

で節目がコんでいる。半原。

30 f. 438アキノハハコグサ 黄色の7t~ 総1身のf喜一

をもちハハコグサと区別できる (!11 U鳴 .) 

〈編集者 注〉分前の狭い.異体的な地名数カ伊丹は

けずらせて いただいた.

- 仏果山(A 1 )を 歩い て

丹沢山地の北東に位置する愛I11町は、仏果山や経?岳の

北斜面と、 小仏山地から続く三t曽山地の南端に位置して

いる .町の中央を中津川が、 東側を相撲川が涜れ、地形

的には複維な土地である .集落は、山聞の半原、団代地

区が中津川沿いの沖積低地に、三t曽地区が扇状台地に、

下流の中津地区は洪積台地上に発達している.町勢的に

は人口35000入、内陸工業団地や住宅団地もある.

こうした変化に富む愛川町には、山地の縞物から市街

地の積物まで、多様なフロラが形成されている .特に仏

巣山や経7岳は、海抜6~700m 程の山地ではあるが、急

峻な斜面と多くの横谷を有し、植生的にも興味のあるも

のになっている.

仏果山山頂付近には、イヌブナ、アカシヂ、シラ寺、

ウリカエデ、マメザクラ、オオモ ミジなどの他に .J 1コ

ウメモドキ 、ヤマコ ウパシ、ネジキツ ノハシバミ ク

ロモジ、 ヤマボウシ、ツクバネウツギ. ミヤマウコギ、

オオパヤシャプシ、 カナウツギ、ミヤマイボ夕、アズマ

イバラ、ツリパナ、コパノ jjマズミ、ミツバウツギや、

アセビ、ヒサカキ、スズタ ケ、ヤダケなども見られる.

中腹から山裾にかけては、モミ、マメザクラ 、ホオノ

キ.ミズキ‘イヌ シデ、リョウプ、 カジカエデ、 オオモ

ミジ、ウワ ミズザクラ 、イタヤカエデ、コナラ、クヌギ、

ハリ ギリ 、オニグルミ 、ヤマハンノ キなどの他、オトコ

ヨウ、/メ 、ジャケツイノtラ、カラ スサ.ンシ ョウ、ミヤマ

シキミ 、ヤマアジサイ 、フサザク ラ、タマアジサイ‘ホ

タルカズラやイヌツグ、ウラジロカ'シからなる錐木林が

徳裁林のスギ、ヒノキなどとモザイク状に林分を作り斜

面毎に越を変えている .

仏果山i立、近在に「煤 7谷Jの地名があるように、か

つては薪山や炭焼が盛んであったが、木材資源の育成の

もとに雑木林が切 り開かれ、スギやヒノキの権付地に妥:

わりつつある . ま た経 7岳中腹の林道の鐙設や 、 U 本有 1;~

と言われる宮7減ダムの建設も始まり .その付帯工事によ

って急速に変苦手している筒所もあり、値生にも最多響を Jj争

えるよ うになるであろう .

上記の他、仏巣山に見られる主な植物'-i下記の通りで

ある .

f.3イワヒパ、 f.13クジャクシダ ーハコネシダ . f 

.209ウラハグサ、 1". 210タガネソ ウ、 f.2iZホソバテ

ンナンショウ ミミ ガデテンナンショ ウ、 f. 220チゴ

ユリ 、f.220ツクパネソ ウ ・ヤマtJシュウ エンレ イソ

ウ、 f.222ヒメ ドコ口 、 f. 223ヒオウギ、 f.226キン

ランーシュ ンラン. f. 302ヒトリシズカ アタリシスカ ‘

f. 310コアカゾーウワパミソ ウ、 f. 316ランヨウアオ

イ、 f. 325フシグ口、 f. 331ヤマトリカブト ーイヌン

ョウマ・クサボタ ン、 f. 3司7ミヤマキケマ ン、 f. 343 

ヤマネコ ノメ・ ミヤマネコノメ . f. 34ちミヤマ フユイチ

ゴーシモツケ、 f. 346 *ドイモ ヤプハギ、 f司41-， カ

ントウ ミヤマカタノ、ミ 、 f. 351マツカゼソウ 、 f.354 

ヒメハギ f.371サンカクズル (ギョウジャ ノミ ズ)

f. 376サルナシ 、 f.380ナガバノス ミレサイ シン ア

オイス ミレ ケマルパスミレ、 f. 3Q5ノダケ シうネセ

ンキュウ 、 f. 402イチヤクソウ、 f. 412リンγウ ソ

ルリ ンドウ 、 f. 417ヤマルリソ内 、 f. 418ヤプムラサ

キ、 f. 419シモバシラ・ セキヤノアキチョウ シ戸 キパ十

アキギリ 、 f. 424イワタバコ 、 f. 430ヤマムグラ、 f 

.43bタニギキョウ ー f. 4 '8 ノブキ ヤマハハコ ヤマ

シロギヲ キ〉ト寺シロヨメナ ヤプタ川コ ガニクヒ

ソウ ホソエアザミ オオキ ンケイギター カJ ワハハ 7

マーキクアザミ タムラソウーオヤマボクチ ω

l l1l [J ;為 ・)
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. シケ シ ダ類の 雑種の観察

J ダには一見して 簡単に獲が同定できるものがあるI正

面 大変にむずかしい仲間もあ ります ンケンダ属 (l.u 

fI-l1 hyr i 11m)の中のンケシヂ積も分鎖倒難 とされるグルー

づ・，1)一つです シケ シア 類は棄の形、大きさ 、切れ込み

などの変化が著 しく 積としてのまとまりが弱νhので、

よ〈似た2種の問でどちらともつかないn自体がときに見
人れま す 手の上、雑種ができやす く、しかもこれが上

九微紗な個体とよ く似てくるので、同定には慎重な検討

が必要と なります

シケシダ類は殺が国では現在8種4変積ほどが認めら

れて いますが 本県にはその うち、シケシダ ナチシケ

シタ セイ-7カ シケシタ ホゾノiシケシ '1 -;モトシケ

ンダ ヤリノホシケンダが報告されています。そこで、

これiむを両線種とする各種。)組み合わせの縫種があるわ

けですが、現在神奈川県で見出 されている雑種にはつぎ

のようなものがあります"

ムサシシケJ ダ(ン アシダ セイ タカンケンダ)

オオホソパシケシダ(シ アシ歩 、ホソハシケLダ)

コセイタ カシサン'ダ (ホ ・J} ¥ンケシダ ベセ イタカシケ

シゲ)

サツマシケシダ(ン ケシダ ピナチシ7シダ)

タマン ケシダ(シケシダ λ フモ トシ ケシデ)

ホソパフモ トン ケシダ(ホ ソパシ ケシダ ベフモトシケ

Lダ )

¥.ずれも産地は多いとはいえませんが、今後の調査に

よ勺てふえていくものと恩われます。また、筆者は今夏

に織浜市緑区であ らたに 、セイタカ シケシダ×フモト シ

ケンダと推定され る雑穣を見つけていますが、これにつ

いては今後いろいろな角度からの研究を必要とすると思

っています。

一般に雑種の認識には、両線種の特徴を よくつかむこ

とが大切なことは言うまでもありませんが、 両親となる

種類の区別が微妙なシケシダ類では、ぜひと も胞子を調

べてみる必要があります。幸いシケシダ類は胞子が見や

すく、ゾーラスのついている部分の下に白紙を置き、業

をたたいて胞子を落とし 、1.ーぺで見ると、正常な胞子
は形がきれいで、大きさも揃っているのに対し、雑種の

場合はさま ざまな形を した異常胞子が見られますので、

顕微鏡で観察しなくて も、 これだけで雑種かど うかのお

よその見当がつきます。一方、ンケシダ類の雑種では、

形の整った胞子が含まれるのが特徴のよ うで、例えはム

ザシシケシダなどでは、まけは発芽するのではないかと

恩われる胞子もみられます。まだ、 発芽の実験はしてい

ないのですが、これは興味深いことだと考えて います。

(山本明)

アメ リカ ス ミレサイシン

ー見ス ミLサイシンのような棄て、 濃い紫色の花をつ

;tるスミL-Wがある 。かなり古くから劉芸植物として構
えられ、花グ}色がわり も絞っか知られている 。これは普

j量Viol礼 papi1 ionace a と坪 ~f ~~ て~ ，、 が、! ' ， Klaberの

Vi勺lぜtsof the Un)ted Statρ;Viola  sororia 

W けdにあた るら しい.問書に J る~ Viula sororiaは

;" .. d rd ¥" 11、Ie tなどの名があ' ア '1カ念衆国で最も

土了て ν であるという ‘4と.I~ .， 7>と、 考え

たとこ ろにはえる ものであるら しい。このあたりのこと

は更に多く の文献に当たらないと 、判断がつけかねるが、

一応Klaberにしたがって ‘Violasororia Willdである

という ことに してお く。 この積物にはまだ和名がないの

で アメリカスミレサイシ ンと新称しておくの

アメリカスミ レサイシ ンは太い根茎めあるとこうや、

太/て短い距など、スミレサイシン類に似ているが、往

E買，'， If~ は 3る な っ ており Secl. Borealiamer:.dnae ¥11 

ちLのが 、 ヨーロソ パ jJ ぬ~?' 't": tJ j品 1としていて 、FJ ncrkpというlJIJの飾にされている。そこでこの節もアメ

"，. '"r' .c J~ a 2; 27bにμ、でふ.'¥i川" (ハ liquaHiJI. 'J-n7ミレサイシン節と新称しておき，ーいーこれらの名

¥， 'ucullatd Ai ton) r:な「て いる ところがこの異名と 前は数年前にさる本の原稿に、 両名で書いたのであるが

なって いるViolacucuJ latilは Klab円によれば、VioJa 出版が遅れて いるうちに、 帰化品が現れてきたので、こ

sororlaによ くにているが、閉鎖花がより細長く 、湿っ こにしるした 高橋秀男、大場達之))
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@ 大山周辺カンアオイ類の分布

神奈川県纏物目録(1933)、神奈川県植物誌(1958) 

にオトメアオイの分布が大山、箱穣とあるので大山周辺

のカンアオイの分布を20年余り特に気今つけて歩いてみ

たが、 今のところオトメ アオイを確認することができな

い。 煤守谷(KI-3l. 七沢 (AT-4)に属するとこ 為で

は上部にカ ントウカンアオイ、下都にランヨウアオイを

確認することができた。 宮7綴方面 (KI-2)にはフタパア

方イを確認しており、煤?谷.七沢方面にもあると忍われ

るがまだ確認していない.

七沢の広沢寺より二の足林道沿い トンネルの手前(AT 

-4 )はランヨウアオイ 、トンネルを越え不動尻から唐沢

峠への途中まではカン トウカンアオイである.唐沢峠か

ら尾根筋大山頂上にかけてはカンアオイ類の分布を見な

い。錯す岳 (浅間山 .AT-4)頂上付近と尾綬筋はカント ウ

カンアオイで山貨はランヨウアオイの分布となる.谷太

郎沿い不動尻までの下部はランヨウアオイ 、上部はカン

トウカ ンアオイとなっている.煤7谷から物見峠 (KI-3) 

にかけては下部ラ ンヨ ウアオイ 、上部カ ントウカンアオ

イ.唐沢川にくだるとランヨウアオイの分布となってい

る。札f卦方面 (Kト2)はランヨウアオイが多い.物見峠

から大山三峰の尾綬筋にかけてはカ ントウカンアオイと

なっていて三峰頂上付近にはカンアオイの分布を見ない.

七沢お釜弁天から日向山 (AT-4)の尾根筋から白向薬師

にかけてはカントウカンアオイである 。

飯山観音付近の谷すじから樹木園にかけてはランヨウ

アオイ、白山頂上付近 (AT-3)はカントウカンアオイと

なっている.飯山温泉元湯付近はランヨウアオイ が点在

し小鮎川をはさんだ田聖子から白山にかけてはカン トウカ

ンアオイとなっている.

大山表参道 (ISE-1)ではパス終点より下部はランヨウ

アオイで上部はカ 〉ト ウカンアオ {となっている .~可夫

利神社下社付近 (ISE-1)から100米登ったとこ ろまでウ

ントウカンアオイ を見る ことができるので、大山では綴

高800米までカンアオイが分布するこ とになる。

なおカントウカ ンアオイは西は秦野の弘法山 (HAT-5) 

まで分布 し、秦野盆切には見あたらない.水無川を餓え

ると花がオトメアオイに似た仮称タ ンザワカンアオイ (

1984神奈川自然誌資料NO.5)の分布となっていて西丹沢

一帯 (YA-4.5)に見ることができるが、カントウカ ンア

オイは見かけない.ランヨウアオイは松田町寄(MAT)方

面まで下部に分布はつぜくが川音川を越えると箱根 (HA 

K)までランヨウアオイは確認できない.籍緩は全山 (中

央火口丘には分布しない)オトメアオイの分布で、芦ノ

湖の向う側山伏峠三国山にランヨウアオイをわずか確認

している.

湯河原から静岡県十国峠へかけての日金山参道はオト

メアオイとランヨウアオイが混生しているがカントウカ

ンアオイは確認できない.

最近都立大の菅原敬氏が上にあげた仮称タ ンザワカン

アオイの伊豆修善寺における分布を発表している(1985 

纏物研究雑誌第60巻第7号). 内田藤吉)

|文献紹介|

1 神奈川県厚木市上荻野におけるアイ ノコクマワラ

ビの分類学的研究 山本明 ・畑中暮秋・中治敏之、 1985

年 3月(国立科学博物館研究報告B類)14p.. 

2 厚木の自然一身近な動植物 1985年3月(厚木市

教育委員会)

環境 (8p.)、さまざまな環境 (172p.)、地域の自然

(38p. )、資料編一厚木市の小学校校区別植物目録 (24 

P目)、索引 (3p.) 

3 神奈川自然誌資料 NO. 6 1985年3月(神奈川県

立博物館)

高橋秀男 .神奈川県の植物地理(IIp. )、長谷川義人

ミゾソパ類について (8p.)、中村俊彦:神奈川県内の

森林植生の人為による改変と着生コケ群落の生態 (8p.)、

口哲一:丹沢山地のエゾタンポポについて (2p.) 

4 神奈川県立自然保護センター調査研究報告2

1985年3月 (神奈川県立自然保護センタ ー)

井上七五三・増子忠治・高橋和弘 身近な帰化植物調

査の結果について(16p. ) 

5 レポート日本の植物 NO. 25 1985年7月(レポー

ト日本の植物編集室)

篠田朗彦:シャシャ ンボの自生地を三浦半島に発見 (

1/4p. )、染野邦夫 .神奈川県 南郷山の植物目録 (2) 

(1I3p. ) 

6 ズソウカンアオイ及びその近縁種について(英文)

菅原敬 1985年7月 (津村研究所 ・植物研究雑誌60巻7

号)llP.. 

生出智哉 児玉規子 ・鎌倉のせん苔類仮目録 (6p.)、浜
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- 相模原 2の調査から

相模原2の メッシュは、市の南西部にあたり、西慎IJの厚

木市との克にもま相撲川があ り、南側l土産問市に接し てい

まー ぬ丘はからの水は、道保)11.姥JII鳩J!I 八滅ill

にit人し 上機部から南は沖積平野に会って いま す ~:t

純;1也形め倒模原の中では、比較的変化に富む調査区で

す

、十hがliI10[1京():'植物 ぐ礎部グ>iifi首工の下には、

i ' ヶ ーリカワラ ヨモギのi;{洛があり 、カワラノ、ハコ

つ 7ノゲ 7. )jワラサイコ町カワラナデシコなども

多 く見られ:::.t，昭和橋の下には宇 コノアシ、高田織の

下」はカヮ，アカザが生育 しています ω

"殺 ~1~ 水田の植物 能徳寺泣くの水田に母4サ

ンシコウモが発生し ます。砂利を採取した後の休耕aに
は サンカ7イーコガマ ヒメガマが見られます。ヒメ

刀マは比較的少ないようです。水路には、コカナダモ。

八瀬川では、オオカナダモが見られます。

3、河川と段丘箆の植物 鳩川と道保川には、ムツ

オLグサが見られます。道保)ilの崖にはシュロソウが多

かったのですが、最近は減ってき ました.またサイハイ

ランも四年前から見られなくなりました。エビオ、も減少

しています.

4、帰化継物 プタナの癖落が稲武台中隣りのキャ

ンプ座間入口で見られます。ゼニパアオイ・ センナリホ

オズキは相楊中近くの養豚場わきに群落を作っています.

ヒメマツバボタンは、昭和橋の近くで見られます.

ラ、暖l1ll性植物 プ7プノ キーカクレミノが勝坂で見

られます、カゴノ当 日 直径司Ocm位の大木です.また道

保川の墜には、ヤマガシニLウが生育しています。

6、ホタルプク ロ類 ヤマホタルプクロとホタルプ

クロの2種類が、下磯部の同 じ崖に生育しています。

7、司ドリギ 下磯部のケヤキに寄生するヤドリギ

は、数は多いがいずれも小さいものです.ところが、上

溝のエノ キにつく ものは 1株ですが、枝分かれして大き

くなっています。

以上気のついたところ をまとめてみました.色々ご教

示頂いた相模原市役所の太田泰弘先生にお礼を申し上げ

ま す。(山口文男)

運動ヒメヨ モギ につい て

ヒメヨ モギ .~ rlemisia feddei t立、神奈川県植物自

主主(1933)、神奈川県槌物誌(1958)、倹浜植

物誌(1968)、丹沢山塊高等植物目録 (1961)

などには収録されているが、 箱l綴植物目録 (lfl:::; 8) 

んは見られない。記録されている リストのなかで摩地を

あげているものをみる と、 横浜では土手、路傍に極めて

希とあり 、丹沢では津久井を産地としてあげているのみ

で、ごく普通に生えている ヨモギと比八ると個体数の少

ない種類である。

植物誌調査が開始された当時、県内に記録されている

種類としてリストアッ プはされたものの、標本の採集は

出来ないまま時間がたった。 1983年 7月9日箱根の

長尾峠から丸岳(1156m)の神奈川県側で補充調査

を実施した際に、道端でヨモギに比ベ業の裂片の幅の狭

L、一見ヒメヨモギらしい個体を発見した。まだ花には早

かったので採集して持ち帰 り、栽培して完全な個体を標

本にすることにした。開花した個体をみると、頭花は小

さく、業の裂片の幅もヨモギに比べ著しく狭く、明らか

にヒ メヨモギと同定できるものであり 、箱根は新産地と

なったのである。 メッシュは箱根-1 (HAK-l)。

再び本年 (1985) 10月 13日に姥子付近(籍犠-

1 )のススキ草原で採集したが、 倒体数は少なかった。

まだ各地で採集される可能性は十分ある固

ヒメヨモギの特徴を明 らかするために、 たまたま私の

家の近く に生えていたヨモギと鎌倉市稲村が略産のユキ

ヨモギを加え、 3種の茎ま震の形を比較し図にしてみた.

ヒメヨモギはその名にふさわしく、業はスマートで裂片

は線形、 幅2-4mm，頭花は小形で疎らに着き、幅約

1 mm，長さ約 2mmあり、全体の感じがやさしい。

(高橋秀男)

しかし、今後山地に生えるヨモギを注意深く観察すれば、
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- 相模原のセイヨウト ゲアザミ

1985年8-9月、 相模原市立九沢小学校西側の幼稚園

グラウンドに、ヒロハホウキギク ヨモギー カヤツリグ

サ・タマガヤツリ等に混じり生育していた。土はどこか

らか運ばれて きた赤土まじりの残土で、水田の土のよう

になっていた。

茎は直立し20練位あり 、高さは25cIIから50cm位.棄は

無柄で、業身の長さ6cm弱、幅は1.2~ 1. 6cllで、鋸歯の

先端には1.O~ 1. 5mm内外の刺針がある.

頭花は 1 ~2 個で、校の先にやや上向 きにつき 紅紫色 。

総包は幅 1cm内外、総包片は太い針状である .

果実の大きさは 2mm内外、冠毛は].5 c m~ 1. 6cm位で、羽

状に分校する 八木 馨)

付記 セイヨウトゲアザミは、県立博物館でCirsium

arvense (L) Scop. (f 438)と同定されたヨーロ ッパ原

産の帰化植物で、北海道に帰化 しているのが知られてい

る.長い地下茎でふえ、 原産地のヨーロ ッパでは、畑の

雑草としていやがられている 。同定に当た られた高精秀

男先生 大場達之先生並びに再三にわたって生育地を調

査された八木馨氏に感謝 したい. (諏訪記)

相模原市で操集されたセ イヨウトゲアザ ミ‘やや王監の切

れ込が浅く .エゾノキツネアザミにもにているな

Breea arvense (=Ci rs i um arvense) (Sul'la). 

. セイヨウトゲアザミ の周辺

八木さんが相模原市で発見されたアザミの一種は 少

し育ちの悪い個体でしたが、セイヨウトゲアザミCirsiu

m arvenseと.同定でき るものでした。この催物は ヨー

ロッパでは、畑の厄介な雑草として有名です与地下に長

い摂をのばし、その根から不定芽をだしてふえるので、

なかなか根絶するのがむずかLく、 側では、毎年、春先

に出てくる芽を 、カットする必要があり ます.私はこれ

を西ドイツでよく目にしていま Lたので、八木さんの標

その後 1980年に浅井康宏博士がこれにセイヲウ トゲ

アサ。ミとい う名を与えていること をしり ました (実際は

1 9 7 b年に発表Lた名前という) この類は北村田日1¥

1専士に依れば、長 く延びた筏から不定芽をだしてI曽ぇ'"

こと、雌m実株ーである こと.冠毛がAが咲き終わ「て t!‘
ら 急に長く 伸びることなどで アザミ属からは区別

てアレチアザミ属I.lr町礼 Lps:-，出くはハーplta!:，1)川，1打、

とされるものであるとのことで守 e 世界には 、こ'り七

本を見せられたときに、すくにCirsillmarvenspて、はない ヨウ トゲ?付ミのほかエゾノキソネアザミ、 ，>1..チ-，-'jl 

かときずきまし たが、和名がすぐにはわからなかったの ミの3種があります、Lか'- . ヨーロ 白川 、 ではアサミf.~.

で仮に学名にもとずきハタケアザミとしておきました. のっちの節として級われるのが普通です、 またこ，..1)-，、 L
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チアザミ が帰化している北アメリ カでも、やはりアザミ

尽にいれています.この3種のうちアレチアザ ミとエゾ

ノキツネアザミはアジアに分布の中心があり 、セイヨウ

トゲアザミはヨーロッパを中心に分布 しています。北村

博士に依れば、セイヨウトゲアザミとエゾノキツネアザ

ミと はごく縁の近いもので、ユーラ シアの東西に分かれ

た対応穫の関係にあるものだといいます.この3種は額

本で検討する と、次のように区別できるよ うです。

このようにセイヨウトゲアザミとエゾノキツネアザミ

とは、極めてよく似た種類で、月IJ穫とするよりは、同種

内の変種、あるいは亜種の関係にあるものと考えたほう

がよいようにも思えます.

文献

北村四郎 1959エゾノキツネアザミの学名の変更.値

物分類地理 18・79.

浅井康宏 1980帰化植物ノート(5 ) • 植物研究雑

誌 55:157-160

森田弘彦 1981北海道に帰化したセイヨウトグアザミ .

植物研究量産誌 56: 128. 

(大場達之)

雄花の総 ほ うは長さ 18mm. I!草花の総ほうは長さ 23mm、~は長楕円形で切れ込みがなく、
業縁に同 じ くらいの大きさの、細かい期IJ;が列生する。~の側脈は 3震の縁の手前で上に流
れ、楽 章量に逮しない 固 1アレチアザミ

Breea segeta (Bieb.) Kitamura 

日本では対馬に知られている。

a花の総ほ うは長さ 13mm，世草花の総ほうは長さ 15-20mm.業は卵状だ円形，または長だ円形
で、少なくと も茎の 上部の業は切れ込みあがあり 、業の 縁には大きな期lと、小さな前jと
がまじる。 業の側脈は業の縁に逮し棄の裂 片の先端に ある 期jに速なる 。

業は浅い上向きの切れ込 みがある 。花は 7月下旬から開花する 。
2ェゾノキツ ネア ザミ
Breea setosa (Willd.) Kitamura 

中国からシベリヤにかけて分布し 、 日本で
は北海道と青森などに古くから帰化(? ) 
している.

葉には関出したやや深い切れ込みがあり花は 7月上旬から咲く。
3セイヨウ トゲアザミ
Breea arvense し )

ヨーロッパ 原産で 北アメリ カに帰化し、日

本では北海道に早くから帰化 していたらしい 。

アレチアザミ 工、/ノキツネアザミ

i
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- 県央ブロック調査のまとめ

8月24日(1985)、県立有馬高校を会場に績物誌調査

会 ・県央プロック会を開き、調査のまとめを した.調査

徳本は、9月に入って県博へすべて収蔵し、データをコ

ンビューターへ入力することによ って、各メッシュの額

本数を算出した.その結果を下に示す.前年度に比べる

と調査はかなり進捗したが、 清}Ij1 .相模原2・3、厚

木2の調査がまだ不十分である.担当者の努力と合同き

県失プロック調査種類数

1985、11、26現在

査などによる補足を期待したい.

本号は県央プロ 吋クの担当 という ことで、各方面に

お願いして原稿をGいて頂いた.協力して頂いた各氏に

お礼を申 し上げた ν 」 編集をー湿 り終えて~じた こ とは 、

帰化植物の報告が、目立つことで、 県央の環機変化!1;苦

しさ を反映しているように思える 諏訪哲夫)

- 県立博物館での調査標本整理状況

1 棟本戸棚の整備衣況

昭和59年度までは原本戸棚の不足で、折角集められた

穣本もダンボール箱に詰められていたものが相当数にの

ぼ り、整理にもその利用にも大変不便であった .60年度

に入 り他に使用されていた戸棚を空けたり 、4月当初に

3台、さらに 6月に 2台が購入されたので、一挙に11台

となり今までの標本全部が格納でき るようになった.

1台の標本戸棚は 、上下一重ねになり 、高さ 210c..幅

106c・で、中の仕切りは経てに 3列. 1 ~J が 16段(一部の

もので22段)に仕切られている .

現在シダ植物 (科番号 O番台)に 1114台、操子纏物

( 100番台)に114台、単子葉植物(200番台 )に41/4台、

双子葉植物陵弁花類(300番台)に 7台、同合弁花類 (4 

00番台)に 4台を使用している .収納状況は80%以上に

及び、本年度で満杯になる状況である .

2 標本の収納状況

.本は種類ごと に厚目のクラフト紙にはさんでー包に

し 、 一段に l ~数包が入れ ら れている . なお 、 標本の上

塚市惇 )・ y(横須賀市博 )の記号で入っ ている.

3 11本の分類整理状況

昨年度までの標本は、分類愛理され榎本戸棚に収納済

みとなった.本年度分は、山北 箱根方面合同調査分を

除いて同定とコンビューターへの入力が済み、一部は既

に戸棚に収納されている 。

4 今後の仕事

今後の仕事は、収納されている標本について各執筆者

に再検討して頂き、リス ト用紙で標本の有無を再確認し、

最終的な分布図作成の元本をつく ることである.既にこ

の仕事にとりかかっている執筆者もおられる。

5 提出徳本についてのお願い

提出される原本のはさみ紙 (新聞紙の左側が折り目 )

の下欄にメッシュ番号・メッシュ記号 科番号 ・種番号

和名等を記入して頂くと、整理作業がはかと るので、

よろしくお願いしたい.標本の整理番号は、1983年の仮

目録 (ただしシダ植物は1984年)によ っているので、種

には、はさみ紙大の種類ごとのリスト用紙が入れられ、 番号がわからない場合は科番号まで、和名不詳のときは

今までの採集記録が標本の保管場所 K (県博 ) . H (平 未記入でお願いしたい守矢淳一)
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たs主主;1rJ) tl ililH土、今問の預貸で探集された標本. 左側は メモ、文献などで補足した種類数です。
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に取り調べたいと思います。また、まだ調査が不十分な

地区も.重点的に調査する予定です.どこのメッシュが

調査不足であるかは、 ょの一覧表でおおよそわかるかと

おもいます u

『神奈川の春はどこからくるか』の調査も、}j法を更

に検討して、再度行う予定でおります。

本号の編集は県央プロックの諏訪先生.にお願いしまし

+.ム

4益事傍)';Jより

まだH品物品l-II1i坂の y.算の 見込みが立たない状況ですが、

危慈の場合はオフ セァト 印刷ででもと 、考えております。

現在のところ .1 98 G年春に 50-100ページ位の、

見本誌を 発行し、体主主.内谷な どに検討を加えたうえ、

i ~) g '71;容に.神奈川県縞物誌の発行にこぎ活けたい.

符えです CJ8 G年度はこれまでに、神奈川県から記

録があり ながら.今回の調:lttに漏れている縄頬を重点的
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